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淡
水
魚
は
た
ん
ぱ
く
源
で
あ
る

　

戦
後
の
間
も
な
い
時
期
ま
で
、
水
田
は
用

排
水
の
分
離
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
川
と
水

田
は
つ
な
が
っ
て
い
た
。
農
薬
も
少
な
く
、

そ
の
た
め
、
淡
水
魚
で
あ
る
フ
ナ
や
ナ
マ
ズ

な
ど
、
初
夏
の
水
田
の
水
口
に
は
、
う
よ
う

よ
と
群
れ
、
カ
エ
ル
が
鳴
い
て
い
た
。
秋
に

な
る
と
、
川
干
し
、
池
干
し
が
行
な
わ
れ
、

大
き
く
成
長
し
た
フ
ナ
や
コ
イ
を
捕
え
、
夕

食
の
膳
を
賑
わ
し
、
た
ん
ぱ
く
摂
取
の
源
に

な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
戦
後
70
年
農
業
の

近
代
化
が
進
み
、
こ
の
よ
う
な
現
象
も
だ
ん

だ
ん
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　

最
近
、
特
に
自
然
環
境
の
大
切
さ
が
見
直

さ
れ
て
き
た
。
農
村
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
企

画
『
田
園
自
然
再
生
』（
農
文
協
・
2 

0 

0 

9
）

に
は
、
よ
み
が
え
る
自
然
・
生
命
・
農
・
地

域
の
象
徴
と
し
て
、
ホ
タ
ル
が
生
息
で
き
る

水
路
と
田
ん
ぼ
の
復
元
、
小
規
模
水
田
魚
道

の
設
置
方
法
と
遡
上
効
果
、
メ
ダ
カ
を
守
り

育
て
る
、
棚
田
を
守
る
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共

生
す
る
環
境
保
全
型
農
業
を
論
ず
る
。
進
士

五
十
八
は
、「
人
が
健
全
に
育
ち
、
暮
ら
し
、

楽
し
み
と
期
待
を
抱
い
て
過
ご
す
日
々
の
た

め
に
、
田
園
自
然
再
生
活
動
は
、
い
わ
ば
永

遠
に
そ
の
手
を
緩
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

21
世
紀
は
都
市
を
農
村
化
す
る
時
代
だ
。
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
な
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
変
革

だ
」
と
強
調
す
る
。

　

水
田
と
そ
の
ま
わ
り
の
水
域
と
陸
域
か
ら

な
る
農
村
環
境
を
取
り
戻
す
、
生
態
系
保
全

型
整
備
事
業
を
論
ず
る
、
水
谷
正
一
編
著

『
水
田
生
態
工
学
入
門
』（
農
文
協
・
2 

0 

0 

7
）

に
は
、
水
路
と
水
田
に
生
息
す
る
コ
イ
、
フ

ナ
、
タ
ナ
ゴ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ナ
マ
ズ
、
メ
ダ

カ
、
イ
ト
ヨ
な
ど
の
魚
類
を
挙
げ
る
。
そ
れ

ら
の
魚
類
の
生
活
史
、
す
な
わ
ち
、
卵
の
時

期
、
仔
魚
期
、
稚
魚
期
、
若
魚
期
、
成
魚
期
、

老
魚
期
ま
で
捉
え
、
魚
類
の
保
全
や
増
殖
を

図
る
ハ
ビ
タ
ッ
ト
（
生
息
場
所
）
を
指
摘
す

る
。
東
京
都
日
野
市
の
農
業
水
路
で
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
護
岸
を
は
が
し
て
石
積
み
に
変
え
、

河
床
に
木
杭
や
蛇じ

ゃ
か
ご籠

を
配
置
し
ワ
ン
ド
を
造

成
し
、
魚
類
の
増
殖
を
図
っ
た
事
例
を
述
べ

て
い
る
。

　

水
谷
正
一
・
森
淳
編
著
『
春
の
小
川
の
淡

水
魚 

そ
の
生
息
場
と
保
全
』（
学
報
社
・
2 

0 

0 

9
）、
高
橋
清
孝
編
著
『
田
園
の
魚
を
と

り
も
ど
せ
！
』（
恒
星
社
厚
生
閣
・
2 

0 

0 

9
）

は
、
と
も
に
、
魚
類
の
繁
殖
場
、
生
育
場
、

越
冬
場
の
保
全
対
策
を
掲
げ
て
い
る
。
宇
根

豊
著
『
田
ん
ぼ
の
学
校 

入
学
編
』（
農
文
協
・

2 

0 

0 

0
）、
市
川
憲
平
／
文
／
写
真
『
メ
ダ

カ
・
フ
ナ
・
ド
ジ
ョ
ウ
』（
農
文
協
・
2 

0 

1 

2
）、
前
畑
政
善
／
文
／
写
真
『
ナ
マ
ズ
』

（
農
文
協
・
2 

0 

1 

4
）
を
ひ
も
解
く
と
、
ま

さ
し
く
淡
水
魚
に
と
っ
て
、
田
ん
ぼ
は
生
息

場
で
あ
り
、
増
・
養
殖
場
の
宝
庫
と
い
え
る
。

淡
水
魚 

増
・
養
殖
の
歴
史

　　

長
田
芳
和
・
細
谷
和
海
著
編
『
よ
み
が
え

れ
日
本
産
淡
水
魚 

日
本
の
希
少
淡
水
魚
の

現
状
と
系
統
保
存
』（
緑
書
房
・
1 

9 

9 

7
）
に

は
、
日
本
列
島
に
分
布
す
る
淡
水
魚
は
コ
イ

科
、
ナ
マ
ズ
科
を
中
心
と
す
る
純
淡
水
魚
約

90
種
、
サ
ケ
科
、
ハ
ゼ
科
、
カ
ジ
カ
科
か
ら

な
る
周
縁
性
淡
水
魚
約
1 

1 

0
種
、
合
計
約

2 

0 
0
種
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う
。
残
念

な
が
ら
、
ス
ワ
モ
ロ
コ
、
ミ
ナ
ミ
ト
ミ
ヨ
が

絶
滅
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
、
淡
水
魚
を

絶
滅
さ
せ
て
な
ら
な
い
。

　

淡
水
魚
の
増
・
養
殖
技
術
の
歴
史
を
追
っ

て
み
よ
う
。
垂
仁
天
皇
（
第
11
代
）、
灌か

ん
が
い漑

の

溜
池
溝
を
開
き
、
自
然
養
魚
池
を
兼
ね
る
と

あ
る
。
大
島
泰
雄
編
著
『
水
産
増
・
養
殖
技

術
発
達
史
』（
緑
書
房
・
1 

9 

9 

4
）
に
は
、
古

代
か
ら
現
代
ま
で
、
マ
ダ
イ
、
ボ
ラ
、
ク
ル

マ
エ
ビ
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
な
ど
の
海
水
魚
、
コ

イ
、
ア
ユ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
淡
水
魚
の
蓄
養

の
歴
史
を
詳
細
に
綴
る
。
野
村
稔
編
『
淡
水

養
殖
技
術
』（
恒
星
社
厚
生
閣
・
1 

9 

8 

2
）
に

よ
る
と
、
養
殖
の
技
法
は
、
一
定
の
区
域
を

専
有
し
、
そ
の
区
域
内
で
自
己
所
有
の
魚
族

の
環
境
管
理
を
行
い
、
繁
殖
と
成
長
を
図
る
。

一
方
、
増
殖
の
技
法
は
、
法
律
や
取
締
を
制

定
し
、
漁
獲
の
制
限
・
禁
止
・
禁
魚
期
、
禁

漁
区
の
設
定
、
種
苗
の
放
流
、
魚
族
の
生
育

環
境
を
行
な
う
。
隆
島
史
夫
・
村
井
衛
編

『
水
産
増
養
殖
シ
ス
テ
ム 

淡
水
魚
』（
恒
星
社

厚
生
閣
・
2 

0 

0 

5
）
で
は
、
具
体
的
に
食
料
、

環
境
、
文
化
な
ど
と
密
接
に
絆
を
も
つ
日
本

の
淡
水
魚
に
関
す
る
、
イ
ワ
ナ
、
イ
ト
ウ
、

サ
ケ
、
コ
レ
ゴ
ヌ
ス
（
シ
ナ
ノ
ユ
キ
マ
ス
），

ニ
ジ
マ
ス
、
ア
マ
ゴ
（
サ
ツ
キ
マ
ス
）、
ヤ
マ

メ
、
ヒ
メ
マ
ス
、
ア
ユ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
コ
イ
、

カ
ワ
チ
ブ
ナ
、
タ
ナ
ゴ
な
ど
に
関
し
て
、
そ

の
増
・
養
殖
生
産
過
程
を
論
ず
る
。

　

さ
ら
に
、
増
井
好
男
著
『
内
水
面
養
殖
業

の
地
域
分
析
』（
農
林
統
計
協
会
・
1 

9 

9 

9
）

の
構
成
は
、
内
水
面
養
殖
研
究
の
意
義
と
目

的
、
先
進
養
鰻
産
地
（
浜
名
湖
な
ど
）
の
形

成
と
展
開
、
稲
作
を
転
換
と
し
た
徳
島
県
吉

野
川
下
流
地
域
の
新
興
養
鰻
産
地
の
形
成
と

展
開
、
長
野
県
塩
田
地
域
の
養
鯉
産
地
の
形

成
と
展
開
、
静
岡
県
富
士
宮
地
域
・
長
野
県

明あ
か
し
な科

地
域
の
養
鱒
産
地
の
形
成
と
展
開
、
内

古賀 邦雄 さん
こが くにお

古賀河川図書館長
水・河川・湖沼関係文献研究会

1967年西南学院大学卒業。水資源開
発公団（現・独立行政法人水資源機構）
に入社。30年間にわたり水・河川・湖
沼関係文献を収集。2001年退職し現
在、日本河川協会、ふくおかの川と水の
会に所属。2008年5月に収集した書籍
を所蔵する「古賀河川図書館」を開設。
URL：http://mymy.jp/koga/
平成 26年公益社団法人日本河川協会
の河川功労者表彰を受賞。

淡
水
魚
の

増
・
養
殖
を
図
る

変わりゆく養殖　水の文化書誌 40



淡水魚の増・養殖を図る35

水
面
養
殖
業
の
課
題
か
ら
な
る
。
内
水
面
養

殖
業
の
発
達
し
た
理
由
と
し
て
、
稲
作
の
生

育
条
件
が
不
利
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
と
、

結
論
づ
け
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。

三み
お
も
て
が
わ

面
川
の
サ
ケ

　

北
九
州
筑
豊
を
流
れ
る
遠
賀
川
の
上
流
福

岡
県
嘉か

ま麻
市
大
隈
の
地
に
、
鮭
神
社
が
鎮
座

す
る
。
境
内
に
は
自
然
石
の
サ
ケ
の
埋
納
塚
、

拝
殿
に
は
サ
ケ
の
魚
拓
や
絵
馬
が
奉
納
さ
れ

て
い
る
。
サ
ケ
は
海
神
の
使
い
と
し
て
川
を

遡
る
。
2 

0 

1 

4
年
（
平
成
26
）
に
は
4
匹

の
サ
ケ
が
遡
上
し
た
。
鮭
神
社
で
は
毎
年
12

月
13
日
サ
ケ
を
神
前
に
供
え
て
、「
献
鮭
祭
」

が
行
な
わ
れ
る
。

　

新
潟
県
村
上
市
に
お
け
る
三
面
川
の
サ
ケ

の
歴
史
は
古
く
、
平
安
時
代
の
記
録
に
表
れ

て
お
り
、
江
戸
期
に
入
り
、
本
格
的
に
サ
ケ

の
増
・
養
殖
が
図
ら
れ
て
き
た
。
三
面
川
は

朝
日
連
峰
に
源
を
発
し
、
朝
日
村
を
流
れ
下

り
、
流
域
に
恵
み
を
も
た
ら
し
、
村
上
市
の

瀬
波
と
岩
ヶ
崎
の
間
で
日
本
海
に
注
ぐ
、
延

長
50
㎞
の
河
川
で
あ
る
。
児
童
書
近
藤
弘
著

『
鮭
よ
、
も
ど
っ
て
こ
い
』（
岩
崎
書
店
・
1 

9 

8 

2
）
に
、
宝
暦
初
年
頃
、
青
砥
武
平
次
が

三
面
川
の
種
川
に
サ
ケ
の
産
卵
場
を
造
り
、

サ
ケ
の
増
殖
業
の
発
展
を
促
が
し
、
村
上
藩

の
財
政
を
潤
す
こ
と
に
な
る
。
須
藤
和
夫
著

『
三
面
川
サ
ケ
物
語
』（
朔
風
社
・
1 

9 

8 

5
）

は
、
サ
ケ
の
保
護
制
度
を
確
立
し
た
青
砥
武

平
次
、
明
治
時
代
の
動
乱
を
乗
り
越
え
、
自

ら
人
夫
と
な
っ
て
サ
ケ
川
の
改
善
に
取
り
組

ん
だ
旧
村
上
藩
士
た
ち
を
描
き
、
さ
ら
に
荒

廃
し
た
サ
ケ
の
川
の
復
元
に
立
ち
あ
が
っ
た
、

現
代
の
村
上
市
民
た
ち
を
描
い
て
い
る
。
横

川
健
著
『
越
後
村
上
―
三
面
川
の
鮭
』（
朝
日

新
聞
社
・
2 

0 

0 

5
）
は
、
サ
ケ
の
採
卵
、
ふ

化
、
放
流
し
、
4
年
の
後
に
三
面
川
に
戻
っ

て
く
る
サ
ケ
を
写
真
で
表
す
。
帰
っ
て
き
た

サ
ケ
を
捕
る
漁
法
と
し
て
の
、
居
操
り
網
漁
、

引
き
網
漁
、
ウ
ラ
イ
漁
を
著
し
、
な
お
か
つ
、

日
本
で
最
初
の
サ
ケ
の
博
物
館
イ
ヨ
ボ
ヤ
会

館
、
こ
ど
も
サ
ケ
科
学
館
、
サ
ケ
料
理
ま
で

捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
編
と
し
て
、
塩

引
き
サ
ケ
を
生
む
風
と
湿
度
と
気
温
、
平
均

雨
量
、
偉
大
な
自
然
遺
産
魚
つ
き
保
安
林
、

三
面
川
サ
ケ
漁
実
績
と
稚
魚
放
流
数
を
示
し

て
い
る
。
三
面
川
の
鮭
育
成
に
尽
力
し
た

人
々
を
描
い
た
（
財
）
村
上
城
跡
保
存
育
英

会
編
・
発
行
『
鮭
の
子
も
の
が
た
り
』（
2 

0 
0 
6
）
も
あ
る
。

　

北
海
道
を
中
心
と
し
た
サ
ケ
、
マ
ス
増
殖

に
つ
い
て
は
、
小
林
哲
夫
著
『
日
本
サ
ケ
・

マ
ス
増
殖
史
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
・
2 

0 

0 

9
）、
田
中
哲
彦
著
『
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場

―
15
年
間
の
体
験
記
』（
成
山
堂
書
店
・
2 

0 

1 

2
）
が
あ
る
。
そ
の
他
に
佐
藤
重
勝
著
『
サ

ケ
―
つ
く
る
漁
業
へ
の
挑
戦
』（
岩
波
新
書
・

1 

9 

8 

6
）、
渓
流
に
生
息
す
る
魚
の
保
全
を

図
っ
た
井
田
齊
・
奥
山
文
弥
著
『
サ
ケ
・
マ

ス
・
イ
ワ
ナ
の
わ
か
る
本
』（
山
と
渓
谷
社
・
2 

0 

1 

2
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

天
然
ア
ユ
を
育
て
る

　

ア
ユ
の
書
は
、
宮
地
伝
三
郎
著
『
ア
ユ
の

話
』（
岩
波
新
書
・
1 

9 

6 

0
）
が
あ
ま
り
に
も

有
名
で
あ
る
が
、
治
水
利
水
の
た
め
の
堰
や

ダ
ム
の
築
造
、
河
川
改
修
が
進
み
、
ア
ユ
の

生
息
地
に
変
化
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
古
川

彰
・
高
橋
勇
夫
編
『
ア
ユ
を
育
て
る
川
仕

事
』（
築
地
書
館
・
2 

0 

1 

0
）
に
は
、
ア
ユ
は

川
と
海
を
往
き
来
す
る
回
遊
魚
で
、
川
の
下

流
部
で
秋
に
卵
か
ら
孵
っ
た
ア
ユ
の
仔
魚
は

海
に
下
っ
て
冬
を
沿
岸
部
で
過
ご
し
、
春
先

に
海
か
ら
川
を
さ
か
の
ぼ
り
は
じ
め
、
夏
に

は
中
上
流
部
に
た
ど
り
着
き
な
わ
ば
り
を
つ

く
っ
て
、
成
長
を
続
け
、
秋
口
に
は
降
下
を

開
始
し
、
下
流
部
で
産
卵
を
終
え
た
ア
ユ
は

1
年
だ
け
の
命
を
終
え
る
、
と
あ
る
。
そ
し

て
、
1 

9 

8 

0
年
（
昭
和
55
）
ご
ろ
に
は
、

ア
ユ
の
遡
上
し
な
い
川
が
増
え
、
多
く
の
川

が
放
流
ア
ユ
頼
み
の
釣
り
堀
状
態
に
な
っ
た

と
、
指
摘
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
、
全

国
で
天
然
ア
ユ
を
増
や
す
取
り
組
み
と
河
川

環
境
の
保
全
活
動
に
関
し
、
こ
の
書
は
論
じ

る
。
高
津
川
漁
協
の
ア
ユ
の
産
卵
保
護
、
矢

作
川
漁
協
の
越
戸
ダ
ム
施
設
と
共
同
し
て
天

然
ア
ユ
の
復
活
、
猪
名
川
漁
協
の
一
庫
ダ
ム

と
協
働
に
よ
る
環
境
対
策
（
下
流
に
砂
利
を
流

す
対
策
、
貯
水
池
内
の
外
来
魚
の
駆
除
な
ど
）、

鏡
川
・
天
然
ア
ユ
1 

0 

0
万
匹
を
め
ざ
す
高

知
市
役
所
の
事
例
が
並
ぶ
。　

　

同
様
な
書
に
、
高
橋
勇
夫
著
『
天
然
ア
ユ

が
育
つ
川
』（
築
地
書
館
・
2 

0 

0 

9
）
が
あ
り
、

漁
協
の
河
川
環
境
の
整
備
の
努
力
に
よ
っ
て
、

天
竜
川
、
矢
作
川
、
日
野
川
（
鳥
取
県
）
は

天
然
ア
ユ
が
増
え
た
。
物
部
川
漁
協
も
ア
ユ

の
産
卵
場
を
整
備
し
、
河
口
閉
塞
に
も
対
処

し
て
き
た
。
物
部
川
は
下
流
部
に
香
長
平
野

を
擁
し
、
取
水
量
も
多
く
、
田
植
期
に
濁
る

が
、
漁
協
と
農
協
は
お
互
い
に
歩
み
寄
り
、

天
然
ア
ユ
に
よ
る
お
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
し

て
、「
物
部
川
漁
協
推
薦
、
天
然
ア
ユ
1 

0 

0

％
物
部
川
清
流
米
」
を
提
案
す
る
。
ア
ユ
の

書
と
し
て
、
島
津
忠
秀
他
著
『
養
魚
講
座
3 

鮎
』（
緑
書
房
・
1 

9 

6 

8
）、
依
光
良
三
他
著

『
土
佐
の
ア
ユ
』（
高
知
県
内
水
面
漁
協
・
1 
9 

8 

9
）、
常
見
勝
也
編
著
『
あ
ゆ 

川
魚
料
理
』

（
第
一
出
版
・
1 

9 

7 

8
）
を
挙
げ
る
。

　

さ
ら
に
、
ウ
ナ
ギ
に
つ
い
て
は
、
井
田
徹

治
著
『
ウ
ナ
ギ 

地
球
環
境
を
語
る
魚
』（
岩
波

新
書
・
2 

0 

0 

7
）、
筒
井
功
著
『
ウ
ナ
ギ
と

日
本
人
』（
河
出
書
房
新
社
・
2 

0 

1 

4
）、
廣
瀬

慶
二
著
『
う
な
ぎ
を
増
や
す
』（
成
山
堂
書
店
・

2 

0 

0 

1
）
が
あ
る
。

淡
水
漁
の
保
全
対
策

　

前
記
の
書
に
は
淡
水
魚
の
保
全
対
策
を
も

論
ず
る
。
だ
が
、
外
来
魚
に
よ
る
川
や
湖
沼

の
侵
入
は
、
ア
ユ
な
ど
の
生
態
系
へ
の
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
外
来
魚
に
関
し
て
は
、

松
沢
陽
士
／
写
真
／
図
鑑
執
筆
・
瀬
能
宏
／

監
修
／
解
説
執
筆
『
日
本
の
外
来
魚
ガ
イ

ド
』（
文
一
総
合
出
版
・
2 

0 

0 

8
）、
日
本
魚
類

学
会
自
然
保
護
委
員
会
編
『
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
』（
恒
星
社
厚
生
閣
・
2 

0 

0 

2
）、
秋
月
岩
魚

著
『
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
メ
ダ
カ
を
食
う
』（
宝

島
社
新
書
・
1 

9 

9 

9
）、
細
谷
和
海
監
修

『
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
科
学
す
る
〜
駆
除
の
た

め
の
基
礎
資
料
』（
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン

タ
ー
・
2 

0 

0 

7
）
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ア
ユ
な
ど
の
遡
上
を
阻
害
す
る
魚

道
は
最
近
改
善
さ
れ
て
き
た
。
中
村
俊
六
著

『
魚
道
の
は
な
し 

魚
の
す
み
よ
い
川
づ
く

り
』（
山
海
堂
・
1 

9 

9 

5
）、
安
田
陽
一
著

『
技
術
者
の
た
め
の
魚
道
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

（
コ
ロ
ナ
社
・
2 

0 

1 

1
）
を
挙
げ
る
。

　

最
後
に
、
全
国
内
水
面
漁
業
組
合
連
合
会

か
ら
『
内
水
面
漁
場
環
境
・
利
用
実
態
調
査

報
告
書
』（
1 

9 

8 

7
）、『
魚
を
育
む
豊
か
な

流
れ
〜
河
川
生
物
資
源
保
全
流
量
調
査
報
告

書
』（
1 

9 

8 

9
）、『
魚
を
ほ
ど
よ
く
放
流
す

る
た
め
の
手
引
き
』（
1 

9 

9 

2
）
が
刊
行
さ

れ
て
お
り
、
ア
ユ
を
含
む
淡
水
魚
の
保
全
対

策
と
増
・
養
殖
を
図
っ
て
い
る
。

〈
若
鮎
の
二
手
と
な
り
て
上
り
け
り
〉　

　
（
正
岡
子
規
）




